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待
望
の
体
育
館
完
成

五
月
五
日
に
落
成
式
を
挙
行

堤
南
の
産
業
振
興
館
と
並
ん
で
最
近
集
団
住
宅
の
建
設
な

ど
目
立
つ
て
人
口
の
増
加
し
て
い
る
堤
北
に
待
望
の
足
立

区
体
育
館
が
完
成
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
区
民
、
青
少
年
の
体
育
振
興
に
大
き
な
役
割

を
果
す
も
の
と
し
て
各
方
面
か
ら
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

落
成
式
は
五
月
晴
れ
の
五
日
約
六
百
名
の
関
係
者
を
招
い

て
盛
大
に
挙
行
さ
れ
、
次
い
で
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
大
会
に
優

勝
し
た
小
野
選
手
一
行
の
模
範
体
操
が
あ
り
数
々
の
妙
技

を
披
露
し
記
念
式
典
を
終
り
ま
し
た
。

そ
の
後
六
日
か
ら
九
日
ま
で
の
四
日
間
は
区
内
の
小
、
中

高
校
生
と
体
育
館
建
設
に
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
を
招
き

剣
道
、
柔
道
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ
ス
ケ
ツ
ト
ボ
ー
ル
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
卓
球
、
体
操
等
の
多
彩
な
催
し
を
行
な

い
盛
況
の
う
ち
に
記
念
行
事
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

こ
こ
に
体
育
館
の
規
模
、
施
設
を
紹
介
し
ま
す
と
、
総
工

費
四
千
四
百
六
十
二
万
九
千
六
百
円
で
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
外
壁
モ
ル
タ
ル
、
リ
シ
ン
ガ
ン
吹
付
の
外
容
で
敷

地
千
三
百
四
十
七
坪
、
建
坪
四
百
二
十
九
坪
、
建
築
延
面

積
は
二
階
観
覧
席
を
含
め
て
五
百
六
十
五
坪
、
収
容
人
員

千
八
百
名
と
な
つ
て
い
ま
す
。

諸
施
設
と
し
て
は
、
バ
ス
ケ
ツ
ト
、
バ
レ
ー
コ
ー
ト
各
一

面
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
四
面
の
ほ
か
機
械
体
操
、
移
動
ス
テ

ー
ジ
の
設
備
を
も
ち
、
体
育
器
具
、
照
明
装
置
に
も
充
分

な
配
慮
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
体
育
館
は
近
い
う

ち
に
一
般
の
皆
様
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
今
準
備
し

て
お
り
ま
す
。
み
ん
な
の
体
育
館
と
し
て
ま
す
ま
す
発
展

を
と
げ
る
よ
う
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
体
育
館
の
電
話
は
(
8
8
)
六
〇
一
三
で
す
。

写 真 説 明
左上と右下は模範体操
左下落成記念式
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第一回区議会臨時会
○
…
選
挙
管
理
委
員
の
選
挙

○
…
自
転
車
荷
車
税
の
廃
止

○
…
軽
自
動
車
税
の
新
設
を
議
決

四
月
三
十
日
開
か
れ
た

第
一
回
足
立
区
議
会
臨

時
会
で
足
立
区
特
別
区

税
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
の
審
議
と
選
挙

管
理
委
員
の
選
挙
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

区
税
条
例
改
正
案
は
原

案
ど
お
り
可
決
さ
れ
、

又
選
挙
管
理
委
員
の
選
挙
は
地
方

目
治
法
の
一
部
改
正
に
よ
つ
て
従

来
の
三
名
か
ら
四
名
に
増
員
に
な

つ
た
た
め
の
選
挙
で
、
そ
の
結
果

新
選
挙
管
理
委
員
に
は
川
名
徳
治

郎
氏
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

な
お
今
回
改
正
に
な
つ
た
区
税
条

例
の
お
も
な
点
は
次
の
と
お
り
で

す
。

○
自
転
車
荷
車
税
と
木
材
引
取
税

が
廃
止
さ
れ
特
別
区
軽
自
動
車

税
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
特
別
区
軽
自
動
車
税
は
従
来

自
転
車
荷
車
税
に
含
ま
れ
て
い
た

原
動
機
付
自
転
車
に
対
す
る
税
で

税
率
は
従
来
と
変
り
ま
せ
ん
。

結
局
原
動
機
付
自
転
車
以
外
の
自

転
車
、
荷
車
、
リ
ヤ
カ
ー
等
に
は

課
税
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
つ
た
わ

け
で
す
。

こ
の
条
例
の
改
正
に
よ
り
旧
標
識

は
期
日
を
定
め
て
新
ら
し
い
標
識

に
取
替
え
る
こ
と
に
な
つ
て
お
り

新
標
識
の
交
付
の
と
き
は
「
原
動

機
付
自
転
車
標
識
交
付
証
明
書
」

を
発
行
し
、
原
動
機
付
自
転
車
を

使
用
す
る
と
き
は
常
に
携
持
し
、

区
の
徴
税
吏
員
の
請
求
が
あ
つ
た

と
き
は
呈
示
す
る
こ
と
に
な
つ
て

い
ま
す
。

ま
た
新
た
に
原
動
機
付
自
転
車
を

所
有
す
る
こ
と
と
な
つ
た
と
き
は

十
五
日
以
内
に
、
売
却
又
は
譲
渡

等
に
よ
り
廃
車
す
る
と
き
は
三
十

日
以
内
に
届
出
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

な
お
今
回
の
改
正
に
よ
つ
て
過
去

に
取
り
つ
け
た
自
転
車
、
荷
車
等

の
標
識
は
そ
の
ま
ま
で
区
に
返
還

す
る
必
要
は
な
い
こ
と
に
な
つ
て

い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
区
役
所
税
務
課
(
8
8
)
三
一
一
一

、
梅
島
支
所
税
務
課
(
8
8
)

三
一
六
八
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

十
周
年
を
迎
え
た

〝
検

察

審

査
会

制

度
〟

検
察
の
民
主
化
を
計
る
た
め
に
、

昭
和
二
十
三
年
に
公
布
さ
れ
た

『
検
察
審
査
会
制
度
』
も
今
年
で

十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

検
察
審
査
会
事
務
局
で
は
こ
れ
を

記
念
し
て
、
法
律
が
公
布
さ
れ
た

七
月
を
中
心
に
、
い
ろ
い
ろ
の
行

事
を
催
し
、
活
溌
な
広
報
活
動
を

行
な
う
こ
と
に
な
つ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
検
察
審

査
会
と
は
ど
う

ゆ
う
制
度
で
し

ょ
う
か
。

一
口
に
い
え
ば
、
国
家
の
主
権
者

で
あ
る
国
民
の
意
志
を
、
検
察
庁

に
反
映
す
る
制
度
で
す
。

例
え
ば
皆
さ
ん
が
詐
欺
や
窃
盗
、

脅
迫
な
ど
の
刑
事
事
件
で
被
害
を

受
け
た
と
き
、
犯
人
を
警
察
や
検

察
庁
に
訴
え
ま
す
。
し
か
し
、
犯

人
を
裁
判
に
ま
わ
す
か
ど
う
か
は

検
事
の
判
断
に
ま
か
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
犯
人
の
全
部
が
裁
判
に
ま

わ
る
と
は
限
ら
ず
、
不
起
訴
処
分
(

裁
判
に
か
け
な
い
処
分
)
と
な

つ
て
許
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

こ
れ
で
は
被
害
者
で
あ
る
皆
さ
ん

は
検
事
の
処
分
に
不
満
で
あ
り
、

納
得
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
で
し

よ
う
。

検
察
審
査
会
は
こ
の
よ
う
な
時
に

告
訴
、
告
発
を
し
た
人
か
ら
の
審

査
の
申
立
や
、
あ
る
い
は
職
権
に

よ
つ
て
、
検
事
の
し
た
不
起
訴
処

分
が
正
し
い
か
否
か
を
審
査
す
る

と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
検
察
庁
の
仕
事
に
つ
い
て
改

め
る
べ
き
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
改
善

す
る
よ
う
に
勧
告
も
し
ま
す
。

こ
れ
が
検
察
審
査
会
の
仕
事
で
す

が
、
こ
の
仕
事
を
す
る
人
を
、
検

察
審
査
員
と
い
い
、
こ
の
検
察
審

査
員
に
は
衆
議
院
議
員
の
選
挙
権

を
も
つ
人
々
の
中
か
ら
学
歴
、
職

業
、
年
令
、
男
女
の
別
な
く
、
毎

年
「
く
じ
」
で
選
び
出
さ
れ
ま

す
。
こ
の
制
度
が
で
き
て
か
ら
現

在
ま
で
、
足
立
区
で
は
男
二
十
一

人
、
女
二
〇
人
(
任
期
は
六
ケ
月

)
の
方
が
検
察
審
査

員
に
選
ば
れ
て
い
ま

す
。

も
し
こ
の
制
度
に
つ

い
て
の
問
い
合
わ
せ
や
、
刑
事
事

件
で
お
困
り
の
場
合
は
遠
慮
な
く

事
務
局
へ
お
尋
ね
下
さ
い
。

東
京
第
一
検
察
審
査
会
事
務
局

千
代
田
区
霞
ケ
関
一
ノ
一

(
5
8
)
五
四
一
一
(
内
)
三
四
八

東
京
第
二
検
察
審
査
会
事
務
局

港
区
赤
羽
町
一

(
4
5
)
一
九
一
六

区民相談を
ご利用下さい

○ 法 律のご相談　 毎 月第3木曜日
○ 税金　 〃　　　 毎週木曜日
○ 商工　 〃　　　　　 〃
○ 保 護　 〃　　　　　 〃

( 但し第3 木曜 日を除く)

午后
1
～
4
時

○ 一般のご相談毎日前9. 00～后5. 00

場所　足立区産業振興館

6月9. 11. 13日

動
く
都
民
相
談

区
内
六
ケ
所
で
実
施

東
京
都
公
聴
部
の
こ
だ
ま
号

が
足
立
区
に
き
て
皆
さ
ん
か

ら
の
ご
希
望
、
ご
不
満
な
ど

に
つ
い
て
区
内
六
ケ
所
で
ご
相
談

に
応
じ
ま
す
。

こ
の
相
談
は
都
、
区
政
の
ほ
か
専

門
の
弁
護
士
も
同
乗
し
て
法
律
の

ご
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

ご
相
談
は
一
切
無
料
で
す
。
日
時

場
所
は
次
の
よ
う
に
な
つ
て
い
ま

す
か
ら
ご
近
所
の
皆
さ
ん
お
誘
い

合
わ
せ
お
出
で
下
さ
い
。

◇
六
月
九
日
午
后
一
時
～
二
時
千

住
桜
木
町
母
子
住
宅
前
、
午
后

三
時
～
四
時
第
四
出
張
所
横

◇
六
月
十
一
日
午
后
一
時
～
二
時

梅
島
支
所
前
、
午
后
三
時
～
四

時
宮
城
公
園
前

◇
六
月
十
三
日
午
后
一
時
～
二
時

五
反
野
南
町
移
動
図
書
館
駐
車

場
前
、
午
后
三
時
～
四
時
北
三

谷
自
治
親
和
会
長
宅
前

挙
式
千
組
を
こ
す

盛
況
の
振
興
館
結
婚
式
場

開
館
以
来
利
用
者
が
増
加
し
て
い

る
産
業
振
興
館
の
結
婚
式
は
去
る

四
月
二
十
四
日
遂
に
千
組
に
達
し

ま
し
た
。

千
組
目
に
あ
た
つ
た
新
郎
新
婦
に

は
区
長
か
ら
祝
辞
と
記
念
品
が
贈

呈
さ
れ
二
重
の
喜
び
を
味
わ
い
ま

し
た
。

館
が
結
婚
式
の
受
付
を
始
め
た
の

は
昭
和
三
十
年
四
月
の
開
館
と
同

時
で
最
初
の
挙
式
が
四
月
四
日
に

行
な
わ
れ
以
来
三
十
年
度
に
は
一

六
九
組
、
三
十
一
年
度
二
八
六
組

三
十
二
年
度
四
八
三
組
と
増
加
し
(

五
月
二
十
日
現
在
)
一
〇
七
〇

組
に
達
し
て
い
ま
す
。

こ
の
増
加
の
傾
向
は
第
一
に
神
前

結
婚
式
場
が
設
備
さ
れ
た
こ
と
(

昭
和
三
十
一
年
十
月
か
ら
)
式
が

厳
し
ゆ
く
で
経
費
が
実
質
的
な
こ

と
、
館
の
存
在
が
世
間
に
知
ら
れ

て
き
た
こ
と
、
式
に
使
用
し
た
三

つ
重
ね
の
盃
の
記
念
品
に
区
長
の

祝
辞
を
添
え
て
贈
る
こ
と
な
ど
が

好
評
を
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

挙
式
者
の
大
多
数
は
勿
論
新
郎
新

婦
の
何
れ
か
が
足
立
区
の
在
住
者

で
す
が
、
両
者
と
も
足
立
区
以
外

の
も
の
で
は
現
在
葛
飾
区
三
六
組

荒
川
区
二
四
組
、
墨
田
区
一
三
組

台
東
区
と
埼
玉
県
(
草
加
、
谷
塚

方
面
)
が
各
一
〇
組
、
江
戸
川
区

四
組
、
北
区
、
千
葉
県
(
松
戸
、

柏
方
面
)
各
三
組
そ
の
他
一
三
組

計
一
一
六
組
で
全
体
の
一
割
強
に

あ
た
つ
て
い
ま
す
。

新
郎
新
婦
の
数
二
千
百
四
十
名
こ

れ
に
参
加
し
た
親
族
、
知
友
等
を

一
組
二
十
名
平
均
と
し
て
二
万
数

千
人
の
人
々
の
若
い
二
人
の
人
生

の
門
出
を
祝
福
す
る
歓
び
の
集
い

が
今
日
も
ま
た
明
日
も
明
る
く
続

い
て
ゆ
く
わ
け
で
す
。
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か と は え を な く す
青 少 年 の 不良 防 止 運動 区

で
町
会
等
に

補
助
金
を
交
付

毎
年
行
な
わ
れ

て
い
る
「
か
と

は
え
を
な
く
す

運
動
」
そ
し
て

最
近
特
に
大
き

く
と
り
上
げ
ら

れ
て
問
題
と
な

つ
て
い
る
青
少

年
の
不
良
化
防

止
運
動
は
地
域

団
体
で
あ
る
町

会
等
の
自
主
的

な
推
進
に
よ
ら

な
け
れ
ば
大
き

な
効
果
を
挙
げ

る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

そ
こ
で
区
で
は

本
年
度
予
算
に

二
百
万
円
を
計

上
し
て
各
町
会

自
治
会
等
に
補

助
金
を
交
付
し

て
自
主
的
運
営

を
促
す
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

こ
の
補
助
金
は
…
…
…

(
1
)
　
か
と
は
え
の
い
な
い
健
康
的

な
住
み
よ
い
足
立
区
を
つ
く
る

た
め
の
ど
ぶ
や
み
ぞ
の
清
掃
や

駆
除
薬
品
の
撒
布
の
経
費
の
一

部
と
し
て

(
2
)
　
地
区
で
の
青
少
年
不
良
化
防

止
の
た
め
の
町
会
の
創
意
と
責

任
に
も
と
づ
く
事
業
の
経
費
の

一
部
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す

補
助
金
は
既
に
各
出
張
所
を
通
じ

て
各
町
会
、
自
治
会
等
に
交
付
い

た
し
ま
し
た
の
で
大
き
な
効
果
を

挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

○
か
と
は
え
は
こ
う
し
て

撲
滅
し
ま
し
よ
う

「
か
や
は
え
」
の
駆
除
は
常
日
頃

ど
こ
で
も
見
つ
け
次
第
殺
す
こ
と

や
、
発
生
場
所
を
な
く
す
不
断
の

努
力
が
大
切
で
す
が
、
ち
よ
う
ど

今
頃
行
な
う
こ
と
が
最
も
効
果
的

で
す
。

駆
除
に
は
…
…
…

「
か
や
は
え
」
の
す
ん
で
い
る
場

所
を
つ
き
と
め
て
薬
剤
を
撒
布
す

る
ほ
か
、
発
生
の
場
所
と
な
る
便

所
の
汲
取
口
に
金
網
を
は
る
と
か

ご
み
容
器
に
蓋
を
し
た
り
、
水
た

ま
り
を
つ
く
ら
ぬ
よ
う
に
し
て
ふ

や
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

み
ん
な
で
協
力
し
て
一
斉
に
…
…

「
か
や
は
え
」
の
飛
べ
る
距
離
は

大
体
一
五
〇
〇
米
か
ら
二
〇
〇
〇

米
位
、
家
屋
の
密
集
し
て
い
る
地

域
で
は
二
〇
〇
米
位
と
云
わ
れ
て

い
ま
す
。

そ
れ
で
各
戸
が
ば
ら
ば
ら
に
実
施

し
て
は
効
果
は
期
待
で
き
ま
せ
ん

の
で
、一
斉
組
織
的
な
活
動
が
大

切
で
す
。

い
ま
は
退
治
の
好
期
で
す
。
こ
の

期
を
の
が
さ
ず
一
致
協
力
し
て

「
か
や
は
え
」
を
な
く
し
ま
し
よ
う
。

第
二
次
自
衛
官
募
集

6
月
1
6日
か
ら
受
付

本
年
度
第
二
回
目
の
自
衛
官
募
集

が
始
ま
り
ま
す
。

募
集
人
員
、
応
募
資
格
は
次
の
と

お
り
で
す
。

〇
募
集
人
員

陸
　
約
七
千
五
百
名

海
　
約
四
百
名

空
　
約
五
百
名

〇
応
募
資
格

年
令
満
十
八
才
以
上
二
十
五
才

未
満
の
中
学
卒
業
程
度
の
学
力

あ
る
者

○
受

付

印
鑑
と
万
年
筆
持
参
の
上
近
く

の
出
張
所
又
は
区
役
所
総
務
課

に
お
出
で
に
な
れ
ば
簡
単
に
終

り
ま
す
。

○
期

間

六
月
十
六
日
か
ら
七
月
二
十
一

日
ま
で

投
票
率
七
割
二
分
五
厘

で
戦
後
最
高

五
月
二
十
二
日
の
衆
議
院
議
員
選

挙
と
最
高
裁
々
判
官
の
国
民
審
査

の
投
票
は
折
か
ら
の
好
天
に
朝
か

ら
出
足
好
調
で
、
前
回
の
投
票
率

六
割
六
分
八
厘
を
大
き
く
上
回
る

七
割
二
分
五
厘
(
東
京
都
平
均
六

割
九
分
七
厘
)
の
好
成
績
で
し
た
。

こ
れ
は
戦
後
の
衆
議
院
議
員
選
挙

の
中
で
最
高
の
も
の
で
し
か
も
当

区
は
二
十
三
区
中
第
四
位
の
好
成

績
で
し
た
。

男
女
別
で
は
男
七
割
五
分
五
厘
で

前
回
よ
り
四
分
二
厘
高
く
、
女
六

割
九
分
四
厘
で
前
回
よ
り
七
分
三

厘
も
高
く
な
つ
て
お
り
婦
人
層
の

選
挙
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
つ
て

き
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

〝
と
し
よ
り
〟
に
敬
老
金

が

支

給

さ

れ

ま

す

東
京
都
で
は
、
と
し
よ
り
に
毎
年

敬
老
金
(
二
、
〇
〇
〇
円
)
を
贈

呈
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

支
給
の
対
象
に
な
る
方
は
次
の
要

領
で
お
申
し
出
下
さ
い
。

◎
敬
老
金
を
支
給
さ
れ
る
方

一
、
一
月
一
日
現
在
で
7
5才
以
上

の
方
(
本
年
の
場
合
明
治
十
六

年
一
月
一
日
　
以
前
に
生
れ
た

人
)

二
、
一
月
一
日
現
在
で
都
内
に
引

続
き
三
年
以
上
住
ん
で
お
り
、

住
民
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人
(

本
年
の
場
合
昭
和
三
十
年
一

月
一
日
以
前
に
都
民
と
な
つ
た

方
)

◎
申
出
の
受
付

毎
年
四
月
一
日
か
ら
六
月
三
十

日
ま
で
、
足
立
福
祉
事
務
所
又

は
近
く
の
出
張
所
に
敬
老
金
を

支
給
さ
れ
る
方
の
印
鑑
を
持
参

し
て
お
出
で
下
さ
い
。

申
出
の
用
紙
は
福
祉
事
務
所
又

は
区
役
所
出
張
所
に
用
意
し
て

あ
り
ま
す
。

◎
敬
老
金
の
支
給
日

毎
年
九
月
十
五
日
以
降
に
支
給

し
ま
す
。

但
し
次
の
場
合
は
敬
老
金
は
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
か
ら
ご
注
意
下

さ
い
。

一
、
申
出
が
な
か
つ
た
場
合

二
、
申
出
を
し
た
が
辞
退
し
た
場

合
三
、
九
月
十
四
日
以
前
に
死
亡
又

は
都
外
に
転
出
し
た
場
合

詳
し
い
こ
と
又
は
お
問
い
合
わ
せ

は
足
立
福
祉
事
務
所
(
8
8
)
五
九
四
八

近
く
の
区
役
所
出
張
所
、
民
生
委

員
に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

千住緑町の地番がかわりました
五月一日から千住緑町の地番が一丁目から三丁
目にわかれ下の図のように変りました。旧千住
緑町内に住んでいる方には新しい標札と新旧地
番対照表などをお配りしましたので新しい標札
と取替えて下さい。
この地番変更についてのお問い合わせは近くの
出張所又は梅島支所庶務課地番整理係( 88) 三一六
八にお問い合わせ下さい。

足立区千住緑町新地番図
昭和33 年5 月1日 改正
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区
政
の
話

国
民
健
康
保

険
の
はな
し

現
在
国
民
健
康
保
険
の
全
国
実
施

が
叫
ば
れ
、
東
京
都
の
二
十
三
区

で
も
実
態
調
査
を
し
た
り
し
て
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
と
次
号
に
わ
た
り
国

民
健
康
保
険
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ

と
話
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

保
険
に
よ
り
病
気
に
な
つ
た

ら
共
同
の
資
金
で
充
分
な
治

療
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
る

私
達
の
生
活
を
お
び
や
か
す
一
番

大
き
な
原
因
が
病
気
で
あ
る
こ
と

は
誰
で
も
よ
く
知
つ
て
い
る
こ
と

で
す
。

自
分
の
力
で
生
活
を
す
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
つ
た
貧
し
い
人
々
に

対
し
て
は
国
が
生
活
保
護
を
す
る

こ
と
に
な
つ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

生
活
保
護
を
受
け
る
よ
う
に
な
る

原
因
の
う
ち
六
割
以
上
は
病
気
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

家
族
の
う
ち
誰
か
が
病
気
に
か
か

る
と
い
う
こ
と
は
そ
れ
だ
け
で
随

分
と
不
幸
な
こ
と
で
す
が
、
特
に

戦
後
医
学
の
進
歩
は
著
し
く
そ
れ

に
つ
れ
て
医
療
費
も
か
さ
む
よ
う

に
な
り
ひ
い
て
は
家
計
を
圧
迫
し

生
活
を
混
乱
さ
せ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

こ
と
に
仂
き
手
が
病
気
に
な
つ
た

ら
収
入
の
道
が
途
絶
え
、
生
活
は

ま
す
ま
す
苦
し
く
な
つ
て
し
ま
い

ま
す
。

そ
し
て
残
念
な
こ
と
に
誰
一
人
と

し
て
自
分
は
絶
対
に
病
気
や
怪
我

を
し
な
い
と
言
い
切
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

お
互
に
病
気
に
な
ら
な
い
よ
う
健

康
に
注
意
す
る
こ
と
は
も
ち
論
大

切
な
こ
と
で
す
が
、
い
つ
ど
ん
な

大
病
に
か
か
つ
て
も
治
療
費
の
支

払
い
に
困
ら
な
い
ほ
ど
の
準
備
が

で
き
る
人
は
多
く
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
社
会
を
形
作
つ
て
い

る
一
人
一
人
の
国
民
が
病
気
と
い

う
共
通
の
災
厄
に
そ
な
え
る
た
め

ふ
だ
ん
か
ら
資
力
に
応
じ
て
一
定

の
お
金
を
出
し
て
共
同
の
資
金
を

つ
く
り
、
一
旦
病
気
に
な
つ
た
と

き
は
こ
の
共
通
の
資
金
で
充
分
な

治
療
が
う
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る

の
が
疾
病
保
険
な
の
で
す
。

国
民
健
康
保
険
の

対
象
と
な
る
人
々

わ
が
国
の
疾
病
保
険
と
し
て
は
、

労
仂
者
や
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
た
め

の
健
康
保
険
が
昭
和
の
は
じ
め
に

つ
く
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
船

員
の
た
め
の
船
員
保
険
、
国
家
公

務
員
等
の
た
め
の
共
済
組
合
、
日

雇
労
仂
者
の
た
め
の
日
雇
労
仂
者

健
康
保
険
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
等
は
被
用
者
保
険
と
い
わ
れ

て
い
る
が
、
被
用
者
以
外
の
一
般

国
民
―
農
民
、
漁
民
、
商
人
―
な

ど
を
対
象
と
し
て
昭
和
十
三
年
に

生
ま
れ
た
の
が
国
民
健
康
保
険
制

度
で
す
。

国
民
健
康
保
険
制
度
の

う
つ
り
か
わ
り

国
民
健
康
保
険
制
度
が
で
き
た
当

時
(
昭
和
十
三
年
)
の
目
的
は
不

景
気
に
あ
え
い
で
い
る
農
山
漁
村

の
住
民
の
医
療
保
障
を
実
現
し
、

生
活
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
で
し

た
。
そ
の
こ
ろ
の
制
度
は
市
町
村

単
位
の
任
意
設
立
の
組
合
組
織
に

よ
る
も
の
で
昭
和
二
十
年
頃
に
は

組
合
数
一
万
余
、
保
険
に
加
入
し

て
い
た
人
は
四
千
万
人
に
も
達
す

る
と
い
う
発
展
を
と
げ
た
の
で
す

が
、
戦
後
の
社
会
的
、
経
済
的
混

乱
に
直
面
し
て
健
康
保
険
の
事
業

を
休
止
し
た
り
、
廃
止
し
た
り
す

る
組
合
が
続
出
し
、
昭
和
二
十
二

年
に
は
組
合
数
も
保
険
に
加
入
し

て
い
る
人
の
数
も
半
数
近
く
に
減

る
と
い
う
実
情
で
こ
の
ま
ま
で
は

こ
の
制
度
も
全
面
的
に
崩
れ
去
つ

て
し
ま
う
と
い
う
状
態
に
な
つ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
翌
二
十
三
年
に
再
建
の
措

置
と
し
て
市
町
村
公
営
を
原
則
と

し
て
住
民
の
強
制
加
入
の
建
前
を

と
る
な
ど
し
て
根
本
的
な
改
正
を

行
な
い
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
つ
て
相
当
数
の
組
合
が

市
町
村
に
保
険
事
業
を
引
き
継
ぐ

こ
と
に
な
り
、
市
町
村
が
従
来
か

ら
行
な
つ
て
い
た
一
般
公
衆
衛
生

の
仕
事
と
表
裏
一
体
と
な
つ
て
、

住
民
の
健
康
保
持
と
増
進
と
い
う

大
切
な
役
目
を
は
た
す
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

し
か
し
国
民
健
康
保
険
の
財
政
は

療
養
給
付
費
(
治
療
費
)
の
増
加

な
ど
で
苦
し
い
状
態
が
続
き
、
そ

の
財
政
的
措
置
と
し
て
保
険
料
に

か
え
て
国
民
健
康
保
険
税
が
徴
収

で
き
る
よ
う
に
し
た
り
、
国
の
資

金
を
貸
付
け
た
り
、
次
い
で
治
療

費
に
国
の
補
助
金
を
交
付
す
る
こ

と
な
ど
の
助
成
策
が
と
ら
れ
保
険

財
政
の
安
定
に
大
き
な
役
目
を
果

た
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
て
主
と
し
て
農
山
漁
村
の

住
民
を
対
象
と
し
て
出
発
し
た
国

民
健
康
保
険
制
度
は
財
政
安
定
の

見
通
し
を
え
て
、
今
日
で
は
農
山

漁
村
に
か
ぎ
ら
ず
都
市
に
お
い
て

も
お
よ
そ
労
働
者
、
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
な
ど
被
用
者
以
外
の
す
べ
て
の

国
民
を
対
象
と
す
る
疾
病
保
障
制

度
の
一
つ
と
し
て
重
要
な
地
位
を

占
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

東
京
都
に
お
け
る
健
保

制
度
の
う
つ
り
か
わ
り

東
京
都
に
お
け
る
国
民
健
康
保
険

も
全
国
の
動
き
と
同
じ
過
程
を
た

ど
り
、
昭
和
二
十
三
年
の
改
正
を

き
つ
か
け
に
社
会
状
勢
、
経
済
状

態
の
安
定
と
国
お
よ
び
都
の
施
策

強
化
と
相
ま
つ
て
三
多
摩
、
島
嶼

地
区
に
普
及
し
現
在
は
北
多
摩
郡

の
一
部
を
除
い
て
市
町
村
の
ほ
と

ん
ど
が
保
険
事
業
を
開
始
す
る
に

至
つ
て
い
ま
す
。

都
心
部
の
二
十
三
区
は
特
殊
な
事

情
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が

同
種
の
業
者
に
よ
る
特
別
国
民
健

康
保
険
組
合
が
設
け
ら
れ
か
な
り

堅
実
な
実
績
を
お
さ
め
て
い
ま
す

現
在
特
別
区
の
早
期
実
施
に
重
点

が
置
か
れ
、
実
態
調
査
、
医
療
費

調
査
を
行
な
い
、
諸
種
の
問
題
点

の
研
究
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

(
以
下
次
号
)

北千住駅ご利用の皆様へ
北
千
住
駅
ご
利
用
の
皆
様

に
は
施
設
が
狭
い
た
め
い

ろ
い
ろ
と
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
て
い
ま
す
が
駅
前
広

場
の
環
境
を
整
備
し
、
交

通
秩
序
と
安
全
確
保
の
た

め
ご
協
力
を
北
千
住
駅
で

は
望
ん
で
い
ま
す
。

1
歩
行
者
は
必
ず
歩
道
を

歩
い
て
下
さ
い
…
…

駅
前
広
場
の
ロ
ー
タ
リ

ー
を
一
部
改
修
し
干
住
警
察

署
の
協
力
を
得
て

新
し
く
歩
道
を
つ
く
り

ま
し
た
か
ら
是
非
歩
道
を

ご
利
用
下
さ
い
。

2
自
動
車
は
停
駐
車
の
適
正
と
安

全
速
度
を
守
つ
て
下
さ
い
…
…

歩
道
に
車
を
と
め
た
り
、
ス
ピ

ー
ド
を
出
し
て
運
転
す
る
人
が

多
い
の
で
こ
れ
を
や
め
ま
し
よ
う
。

3
鉄
道
線
路
や
構
内
貨
物
通
路
で

遊
ば
な
い
よ
う
に
し
ま
し
よ

う
…
…

駅
構
内
の
線
路
や
通
路
で
遊
ぶ

小
、
中
学
生
が
多
い
の
で
そ
の

都
度
注
意
し
て
い
ま
す
が
、
大

き
な
事
故
の
も
と
と
な
り
ま
す

か
ら
父
兄
や
学
校
の
方
々
か
ら

特
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

4
改
札
口
の
通
り
抜
け
問
題
に
つ

い
て
…
…

旭
町
方
面
と
千
住
二
丁
目
方
面

と
の
交
通
は
駅
の
地
下
道
を
通

り
抜
け
る
の
が
近
い
の
で
改
札

口
を
乗
車
券
や
入
場
券
を
持
た

な
い
で
出
入
り
す
る
た
め
最
近

遠
距
離
ま
で
不
正
乗
車
す
る
も

の
が
多
く
な
り
駅
の
業
務
に
支

障
す
る
よ
う
に
な
り
他
の
駅
や

上
局
か
ら
厳
重
な
注
意
が
あ
り

ま
し
た
の
で
去
る
五
月
七
日
か

ら
通
り
抜
け
を
止
め
て
い
た
だ

く
よ
う
掲
示
そ
の
他
で
お
知
ら

せ
し
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
は
業
務
上
正
し

い
旅
客
を
守
る
た
め
に
行
な
つ

た
こ
と
で
国
鉄
と
し
て
の
方
針

で
あ
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
ご

了
承
下
さ
い
。

(
北
千
住
駅
)

足 立 区 の 人 口
5月1日現在で配給台帳に登録されている人口は下表の
とおりです(　) は前月比△ は減

( 消費世帯、生産世帯を含む)


